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E/Eアーキテクチャに対する包括的なアプローチをとることで、車両の

安全性、セキュリティ、システムの利便性を向上させることができる

一方、メーカーにとってはコスト低減というメリットもあります。5年後の

消費者のコネクテッドカー、自動運転車、モビリティに対する期待に

応えられるかどうかは、今E/Eアーキテクチャに関しどのような決定を

下すかにかかっています。

現在、ハイパーバイザ、イーサネットドメインンコントローラ、サービス

指向アーキテクチャ（SOA）など多様なソリューションが存在します。

この幅広い選択肢の中から、消費者のニーズに沿ったものを適切な

価格で提供することが重要です。

本書「次世代E/Eアーキテクチャの進化および技術の牽引要因」では

アーキテクチャ設計空間における長所と短所を詳説し、確かな情報に

基づいた戦略的意思決定を支援します。

次世代E/Eアーキテクチャの進化および技術の牽引要因

2021年版

【目次】

2020年に初版を発行した本タイトルの2021年版では、新たにHonda e、Land Rover Defender、

Volkswagen ID.3などを含むモデルのEEアーキテクチャの情報を追加し、最新の動向を解説します。
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本書「次世代E/Eアーキテクチャの進化および技術のけん引要因」では、E/Eアーキテクチャソリューションの
機能、特徴、特性やCASEの設計空間との関係について詳説します。今回の2021年版には、Audi A1、
Cadillac Escalade、Ford Explorer、Honda E、Land Rover Defender、Porsche Taycan、
VW ID.3のEEアーキテクチャ情報を新規追加し、最新の動向を解説します。
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E/Eアーキテクチャの進化、CASEエクスペリエンスを提供するE/E
アーキテクチャ、業界のCASE対応を支える技術、サービス指向
アーキテクチャへの移行に必要な選択など、E/Eアーキテクチャにおける
最新動向、変化、将来の展望について要点をまとめる。

E/Eアーキテクチャの設計時に検討すべき要素、ユーザーはE/E
アーキテクチャを「体験」しているか、現行のE/Eアーキテクチャタイプ、
各タイプのアーキテクチャで提供可能なまたは提供できないエクスペリ
エンスなどE/Eアーキテクチャの最新動向について解説。

E/Eアーキテクチャにおける幅広い技術とソリューションについて解説する
と同時に、それらがイノベーションやトレンドの変化にどのように適合する
かについて考察する。

OEM、Tier 1サプライヤー、Tier 2サプライヤーのE/Eアーキテクチャの
未来、E/Eアーキテクチャのさまざまな側面から見た将来の展望、量産
車および高級車市場におけるE/Eアーキテクチャの未来についての
SBDの見解などE/Eアーキテクチャの将来への影響を分析する。


